平成２５年度鶴岡市交通災害共済審査委員会（会議概要）

日　時：平成２５年８月５日（月）午後１時～１時４５分
場　所：鶴岡市役所　４階ロビー

出席者：中野新委員長、山村孝副委員長、押井喜一委員、齋藤勝委員

　　　（事務局）

上原市民部長、小野寺市民部次長、佐藤市民部調整主幹、佐藤主査

　　　　白幡主任、板垣臨時職員

　　

事務局：（開会）

市民部長：（挨拶）

事務局：（出席委員の紹介）
　　　　座長を委員長にお願いする。

委員長：式次第により報告事項の二つには関連があるので、一括して事務局よりお願いする。

事務局：（平成２４年度交通災害共済運営状況について及び平成２５年度交通災害共済加入・支給状況について説明）

委員長：何か質問はないか。無ければ、また後でまとめてお願いする。
　　　　それでは情報交換に移る。事務局から何かあるか。

事務局：（交通事故申立書の証人欄の取扱いについての報告及び制度廃止の件について）
　　　（概要）

・自転車や50cc以下の原付バイクによる自損事故等で交通事故証明書が得られない場合は、交通事故申立書で代替申請できるが、これまで第三者の証人（目撃者）がいないため請求を諦める方がいるということから検討をしてきた。

平成２５年度からは、新たに市長による認定欄を設け、証人がいない場合、本人の申し立てと、見舞金請求書の添付書類である医師の診断書を怪我の事実の証明として、市長が事故について認定し、見舞金を支給している。今年度、７月末までに申立書での申請は１４件、その内市長の認定によるものは３件となっている。
・交通災害共済制度の廃止については、数年前より加入取りまとめ説明会等で各自治会長等に廃止を検討している旨の説明を行ってきており、周知を進めている。

行財政改革大綱により平成２７年度までに廃止の方向性が示されており、条例廃止や加入取りまとめをお願いしている自治会等の代表の方々への説明等を始め、具体的なスケジュールについて検討を進めていくという状況。

委員長：何か質問はないか。
委　員：交通事故申立書については警察からの交通事故証明書があればよいということか。無い場合にこの様式で請求できるということで良いか。

事務局：そのとおり。

委　員：制度の廃止ということで、具体的には加入の募集等はいつまで行うのか。
事務局：平成２６年度は加入の募集をして、平成２７年度は加入募集をしないということ。見舞金の請求期間は１年半あるため、平成２８年９月３０日まで受付をする。
平成２７年３月３１日までの事故について対象となる。
委　員：それまでの間に町内会長等にも周知徹底していくということか。

事務局：次年度の加入取りまとめの際に町内会長等、地区の代表の方に説明を行っている。来年度に向けて、今年度末にも加入取りまとめを行うが、取りまとめについてはこれを最後として、平成２７年度で事業廃止の方向で準備する旨お話している。
委　員：今日初めて平成２７年度制度廃止ということを聞いたが、これに変りうるものはなく、加入率も高いため、徹底して周知を行ってほしい。
委　員：鶴岡、酒田、広域で行っているところなどあると聞いたが、県内他市町村の状況を参考までに教えてほしい。他でも廃止を検討しているのか。
事務局：現在廃止の検討をしているのは鶴岡市のみ。酒田市、新庄市が自治体単独で、また西村山広域行政組合、山形県市町村交通災害共済組合でも事業を行なっている。加入率は順に５０％台、５０％台、６０％台、４０％台となっている。
委　員：制度廃止ということだが、いい制度が無くなるということで、周知については充分行ってもらいたい。
委員長：他に何かないか。無いようなので事務局にお返しする。
事務局：（閉会）
